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市
内
五
か
所
で
計
画
さ
れ
て
い

る
南
あ
わ
じ
市
バ
イ
オ
マ
ス
利
活

用
セ
ン
タ
ー
（
玉
葱
残
さ
処
理
施

設
）
の
内
三
か
所
が
完
成
し
、
七

月
か
ら
残
さ
処
理
を
開
始
し
ま

す
。

　

同
施
設
は
、
玉
葱
の
出
荷
や
加

工
時
に
発
生
す
る
「
残
さ
（
野
菜

屑
）」
を
引
き
受
け
、
炭
化
さ
せ

て
土
壌
改
良
剤
と
し
て
田
畑
に

還
元
し
て
有
効
利
用
す
る
も
の
で

す
。「
ほ
ん
ま
も
ん
玉
葱
」
の
産

地
と
し
て
、
消
費
者
へ
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
循
環
型
農
業

を
目
指
す
施
設
と
し
て
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
乾
燥
炭
化
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、

残
さ
を
外
気
と
遮
断
し
た
筒
内
に

投
入
、
ス
ク
リ
ュ
ー
で
送
り
な
が

ら
バ
ー
ナ
ー
で
加
熱
し
、
乾
燥
、

炭
化
さ
せ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
臭
気

が
な
く
、
温
度
管
理
な
ど
は
自
動

制
御
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
か
所
の
処
理
能
力
は
一
時

間
あ
た
り
二
百
㌔
。
今
後
、
二

施
設
を
加
え
、
処
理
を
行
い
ま

す
。
五
か
所
の
総
事
業
費
は
約

五
億
四
千
万
円
。

　

こ
の
施
設
の
管
理
運
営
は
、
あ

わ
じ
島
農
協
と
淡
路
玉
葱
商
業
協
同

組
合
で
設
立
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
施
設

管
理
組
合
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

― 

施
設
の
利
用
案
内 

―

◆
施
設
の
場
所　

▽
倭
文
セ
ン

タ
ー
＝
倭
文
安
住
寺
九
四
―

一
七
▽
八
木
セ
ン
タ
ー
＝
八

木
養
宜
上
三
一
九
―
一
▽
賀

集
セ
ン
タ
ー
＝
賀
集
野
田

八
〇
―
一

◆
農
家
分
受
入
れ
期
間

　

七
月
一
日
〜
九
月
三
十
日
ま
で

の
毎
週
月
曜
日
・
金
曜
日
午
前

九
時
〜
正
午
（
各
施
設
共
通
）

◆
利
用
対
象　

市
内
の
農
家
お
よ

び
管
理
組
合
に
加
入
す
る
組

合
員

◆
搬
入
方
法　

各
施
設
備
付
の
専

用
運
搬
ケ
ー
ス
（
約
二
〇
㌔
入

り
）
に
よ
る
持
込

◆
利
用
料
金　

一
五
〇
円
／
二
〇

㌔
（
利
用
料
三
〇
〇
円
の
半
額

を
市
が
助
成
）

※
炭
化
物
は
三
〇
〇
円
／
四
〇
ℓ

（
約
五
㌔
）
で
販
売
予
定

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２ 

５
、
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
管
理

組
合
（
淡
路
玉
葱
商
業
協
同
組

合
）
☎
42
・
０
３
５
６

※
ほ
場
で
発
生
し
た
「
残
さ
」
は
、

一
か
所
に
ま
と
め
石
灰
窒
素

を
加
え
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
い
、
適

切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
３
施
設
で

▲乾燥炭化システム

　

市
内
の
だ
ん
じ
り
三
十
七
台
が

集
合
し
た
「
第
一
回
南
あ
わ
じ
春

ま
つ
り
」
が
五
月
三
日
、
三
原
健

康
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
昨
年
ま
で
合
併
前
の
三
原
町

で
十
四
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て

い
た
春
ま
つ
り
を
受
け
継
ぎ
、
市

連
合
自
治
会
や
観
光
協
会
、
商
工

会
な
ど
に
よ
り
実
行
委
員
会
を
結

成
し
、
市
内
の
自
治
会
や
祭
礼
団

に
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

真
っ
赤
な
ふ
と
ん
と
豪
華
な
刺

繍
の
水
引
幕
で
飾
ら
れ
た
各
地

区
の
宝
「
布
団
だ
ん
じ
り
」
は
、

三
十
二
台
が
次
々
と
勇
壮
な
練
り

回
し
を
披
露
。だ
ん
じ
り
を
担
ぎ
、

走
り
回
る
「
投
げ
だ
ん
じ
り
」
も

五
台
が
参
加
。
観
客
ら
は
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
だ
ん
じ
り
を
高

く
突
き
上
げ
た
り
、
投
げ
落
と
し

た
り
す
る
技
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

二
か
所
に
設
け
ら
れ
た
特
設
舞

台
で
は
、
七
団
体
が
獅
子
舞
を
披

露
。
十
七
団
体
が
拍
子
木
と
太
鼓

の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
だ
ん
じ
り

唄
を
情
感
豊
か
に
披
露

し
、
観
客
か
ら
掛
け
声

や
拍
手
が
沸
き
起
こ
り

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
観
光
協

会
の
屋
台
、
約
百
匹
の

鯉
の
ぼ
り
が
青
空
を
泳

ぎ
、
彩
り
を
添
え
ま
し

た
。

　

ま
つ
り
で
は
、
だ
ん

じ
り
の
関
係
者
千
五
百

人
が
地
域
交
流
を
重
ね
、

延
べ
約
一
万
人
が
地
域

の
伝
統
と
力
強
さ
を
感

じ
る
行
事
と
な
り
ま
し

た
。

玉
葱
残
さ
処
理
施
設　
７
月
か
ら
稼
動
開
始

だ
ん
じ
り
37
台
が
集
合

南
あ
わ
じ
春
ま
つ
り

確
認
で
き
る
内
容

①
公
的
年
金
制
度
の
加
入
の
履
歴

（
加
入
制
度
、
事
業
所
名
称
、

資
格
取
得
、
喪
失
年
月
日
、
加

入
月
数
）

②
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況

③
厚
生
年
金
の
標
準
報
酬
月
額
、

標
準
賞
与
額

④
船
員
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
、

標
準
賞
与
額
な
ど

確
認
で
き
る
期
間

　

ご
自
身
が
年
金
を
お
受
け
に
な

る
ま
で
。

注
意
点

①
年
金
加
入
期
間
は
、
画
面
に
表

示
さ
れ
て
い
る
更
新
年
月
日

時
点
で
の
記
録
と
な
り
ま
す
。

②
共
済
組
合
等
の
加
入
者
は
本
サ

ー
ビ
ス
の
対
象
外
で
す
。

③
過
去
に
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
た
方
の
共
済
加
入
期
間
は
、

閲
覧
で
き
な
い
場
合
や
正
確

に
表
示
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

④
旧
農
林
漁
業
団
体
職
員
の
厚
生

年
金
へ
の
統
合
前
の
加
入
記

録
（
平
成
十
四
年
四
月
一
日
よ

り
前
の
記
録
）
は
、
表
示
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利
用
方
法

①
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp
://w

w
w
.sia
.g
o
.jp
/)

に
ア
ク
セ
ス
。「
年
金
加
入
記

録
照
会
・
年
金
見
込
額
試
算
」

か
ら
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
の
発
行
を
申
し
込
み
ま
す
。

②
約
二
週
間
程
度
で
社
会
保
険
庁

か
ら
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

③
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

と
、
申
込
時
に
ご
自
身
で
設
定

い
た
だ
い
た
「
お
客
様
設
定
パ

ス
ワ
ー
ド
」
を
入
力
し
ま
す
。

問
明
石
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
１
６

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
　

     

「
年
金
個
人
情
報
」
を
提
供

　

社
会
保
険
庁
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
を

確
認
で
き
る
「
年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

▲玉葱残さ処理施設（倭文センター）

▲加地亮選手の日本代表入りが決まり、バンザイで喜ぶ関係者ら

▲だんじり唄の披露（南あわじ春まつり）

一
万
人
が
訪
れ
た
春
ま
つ
り

　
「
ふ
る
さ
と
の
誇
り
」
私
た
ち

の
加か
じ
あ
き
ら

地
亮
選
手
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
日
本
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

熱
い
も
の
が
込
み
上
げ
感
動
感
激

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
不
動
の
サ
イ

ド
バ
ッ
ク
と
し
て
、
豊
富
な
運
動

量
と
ひ
た
む
き
さ
は
ジ
ー
コ
監
督

の
厚
い
信
頼
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
の
子
供
達
に
と
っ

て
こ
れ
以
上
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
な

く
、
仕
事
に
汗
す
る
者
へ
も
大

き
な
勇
気
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。
加
地
選
手
の
良
さ
は
、
控
え

め
で
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
し
、
Ｊ
２

で
出
場
機
会
が
減
っ
た
時
期
で
も

腐
る
こ
と
な
く
諦
め
ず
、
我
慢
強

く
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
き
た
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
努
力
が
実
を
結
ぶ
よ
う
市
民

の
皆
様
と
共
に
熱
い
日
々
を
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
十
四
頁

に
関
連
記
事
）

　

さ
て
、
五
月
三
日
に
南
あ
わ
じ

市
が
誕
生
し
て
初
め
て
の
春
ま
つ

り
が
あ
り
ま
し
た
。
安
全
面
に
課

題
を
残
す
も
の
の
、
実
行
委
員
会

の
方
々
や
、
各
自
治
会
、
祭
礼
団

等
の
皆
様
の
多
大
な
ご
尽
力
と
ご

協
力
に
よ
り
成
功
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
宝
で
あ
り
ま
す

「
だ
ん
じ
り
」
の
参
加
は
、
松
帆
、

賀
集
、
阿
万
、三
原
地
区
を
含
め

て
三
十
七
台
、
獅
子
舞
が
七
団
体

と
、
旧
三
原
町
で
の
開
催
を
通
じ

最
大
と
な
り
、
お
客
様
か
ら
も
高

い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

先
人
達
が
築
き
上
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
会
で
多
額
の
お
金
を
出

し
合
い
修
繕
を
重
ね
、
地
域
の
者

達
が
守
り
受
け
継
い
で
き
た
伝
統

に
は
、
人
の
お
世
話
を
通
じ
て
地

域
を
ま
と
め
る
力
、
自
ら
を
高
め

る
力
、
後
継
者
を
育
て
る
力
が
あ

り
ま
す
。
特
に
若
者
が
一
つ
の
こ

と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
さ
せ
、

だ
ん
じ
り
唄
や
投
げ
だ
ん
じ
り
な

ど
の
「
ふ
る
さ
と
文
化
」
を
確
立

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
祭
礼
団
等
は
消
防
団
と

同
じ
よ
う
に
地
域
の
人
達
全
員
が

参
画
し
、
連
帯
感
や
人
間
と
し
て

の
訓
練
が
な
さ
れ
、
地
域
の
結
び

つ
き
を
強
化
す
る
す
ば
ら
し
い
営

み
で
す
。

　

少
子
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
時

代
、
高
齢
者
の
方
々
は
生
涯
青
春

を
目
指
し
て
い
た
だ
き
、
南
あ
わ

じ
市
を
支
え
る
若
者
は
、
加
地
選

手
の
よ
う
に
、
自
ら
の
能
力
を
地

道
な
努
力
に
よ
り
最
大
限
に
発
揮

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。


